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平成29年度 進路だより

５月の進路関係行事

12(金) 進路希望調査①

主権者教育①②③

13(土) 理社課外③

土曜課外①②

登校学習会①②

14(日) 全統記述模試③

16(火) 生徒懇談期間①②③

［～ 22(月)］
定期試験時間割発表

17(水) 奨学金説明会③

23(火) 第１回定期試験

［～ 25(木)］
26(金) ｽﾀｻﾎﾟ結果報告会①

大学出張講義③

27(土) 駿台全国模試①②③

進研マーク模試③

［～ 28(日)］

６月の進路関係行事

５(月) 運動会

９(金) ネットモラル教室①

23(金) 第 53回緑陽祭
［～ 24(土)］

26(月) ６月 24日分代休
27(火) 奨学金説明会③

定期試験時間割発表

30(金) 進路講演会②③

※○数字は学年を示します

祝・第55期生入学

<第52期生の大学受験結果と第53期生へのエール>

この３月に卒業した第５２期生の大学合格実績がまとまりました。

第５２期生の最終的な延べ合格者数は、国立大学１００、公立大学３１、私立大

学２６５、国公私立短期大学７、各種専門学校９、福祉大学校１、就職１という

結果となりました。今年も、卒業生のほぼ半数の生徒が国公立大学への合格を果

たし、私立大学にも多くの合格者を出すことはできました。進学者が最も多いの

は国公立大学ですが、中・後期試験に臨んで、卒業式後も３月下旬まで不安を抱

きながら最後まで頑張った先輩方も多く、その気概に改めて敬意を表したいと思

います。第５２期生２６６名が新たなステージに立ち、新年度のスタートをしま

した。この中には、改めて大学受験に臨むべく再スタートを切り、来年に勝負を

賭ける者もいますが、２６６名の前途に期待したいと思います。

さて、次は第５３期生の皆さんの番です。皆さんの多くが「大学進学」を目標

に掲げていることと思います。受験は確かに「点数」が決め手になりますが、教

科書の外の世界を知るキップを手にするための競争でもあります。持てる限りの

「知力」「体力」「気力」を振り絞り、自分との闘いに打ち勝つ一年間にしてほし

いと願っています。

正門の桜の花がちょうど見頃を迎えた４月８日(土)、本年度の新入生がそれぞ

れの思いを胸に晴れて本校に入学しました。星野真理校長は入学式の式辞の中で

「常に自分が果たすべき役割は何かという問いを持って自己と向き合い、他者を思

い、社会を意識しながら、自分自身を生かし、活躍、貢献できる場を見つけられる

よう、高い志をもって取り組んでほしい。」と新入生への期待を語られました。当日

は五味義隆同窓会長、岩沢正敏ＰＴＡ会長からも祝辞をいただき、その言葉の一つ

一つに新入生も身が引き締まる思いであったことと思います。入学式後、第５５期

学年主任の佐藤正俊先生からは「この学年の合い言葉は、笑顔で卒業。そのために

は、各自の定める進路目標の実現が不可欠。努力して実現してほしい。」という言葉

もありました。数々の祝福と周囲の期待を背にして、南高生としての新しい生活が

始まったわけです。

１年生の皆さん、あれから３週間が過ぎようとしています。南高の歴史に皆さん

の大きな一歩が刻まれました。長い人生の中のわずか３年間の高校生活ではありま

すが、この多感な時期にしかできない貴重な出会いや経験が数多くあることでしょ

う。その中で個性の伸長を図り、人生の方向付けと社会の一員としてたくましく生

きる力を身につけてほしいと思います。南高に降り注ぐ「知」の光を全身に浴びて、

皆さんの笑顔が輝き続ける高校生活を送ってください。

ようこそ南高へ。これから我々と一緒に

君たちの高校生活を創っていきましょう。

第５２期生の主な合格校

大学名 人数 大学名 人数 大学名 人数

北海道 １ 山梨 51 青山学院 ３

東北 ８ 山梨県立 ７ 中央 10
筑波 ２ 都留文科 ３ 慶應義塾 ３

千葉 ２ 静岡 ５ 明治 ４

東京 ３ 信州 ９ 東京理科 ９

東京工業 １ 名古屋 ２ 法政 ４

首都大東京 ５ 京都 １ 早稲田 ５
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<保護者の皆様へ 「ＰＴＡ進路講演会」の御案内>

左掲のとおり、４月２９日(土)はＰＴＡ学級懇談会・学年総会および

全校総会を実施いたします。午後からは恒例のＰＴＡ進路講演会を下記

のように開催する予定です。

開催時間 １３：３０～１５：００

講演場所 本校体育館２階アリーナ

演 題 「生徒の進路実現に向けて知っておきたいこと」

講 師 学研アソシエ能力開発部 大堀 精一 氏

講師には学研アソシエ能力開発部の大堀精一(おおほりせいいち)氏をお

招きします。大堀氏は、北海道小樽市出身で北大文学部卒業後、学研に

入社以来、高校生を対象にした雑誌・進路情報・小論文などの分野で仕

事を続けてきました。現在は月刊情報誌「学研・進学情報」監修、小論

文入試問題分析プロジェクトチーム編集長を兼務し「自分の言葉を持っ

て社会をリアルに生きる」をモットーに、全国各地の高校生・教員を対

象に１年間に２００回以上の講演を行っています。今回は、生徒の進路

実現に向けて保護者の皆様に知っておいていただきたいことを、大学の

みでなく社会も含めてお話をいただきます。多くの保護者の皆様に御

参加いただきますよう御案内申し上げます。

４月２９日(土)の日程

9:00～ 9:50 学級懇談会

10:10～ 11:10 学年 PTA総会
11:30～ 12:30 全校 PTA総会
12:30～ 13:30 昼 食

13:30～ 15:00 PTA進路講演会

<平成29年度 進路指導部> 最後に、今年度の進路指導部を紹介します。

氏 名 正副担任 教科・科目 備 考

主 任 石原 治人 数 学

副主任 落合ひとみ １－３副 数 学

深沢まゆみ ３－７副 英 語

第３学年 三間 裕之 ３－４正 英 語

伊藤 逸人 ３－５正 地歴・地理

一瀬 大樹 ３－１正 国 語

柴田 香枝 ２－１正 国 語

第２学年 萩原 真慈 ２－３正 公民・政経

鶴田 佳樹 ２－５正 数 学 理数科主任

水谷 繁 １－５正 理科・化学 理数科副主任
第１学年

草場 光輝 １－１副 地歴・世史

事 務 上田百合子

以上、１２名が今年度、進路指

導部を担当します。進路指導部の

業務は各学年生徒の学業面での支

援が主となりますが、目先の受験

だけにとらわれず、先を見越した

進路指導を行っていきたいと考え

ています。生徒一人一人が個性を

活かした進路を実現するために全

力でサポートしていきます。今後

とも進路指導部に御理解、御協力

頂けるようよろしくお願いします。

進路指導部より

進路オリエンテーションも４月当初学年集会の中で行われました。

○模擬試験：年間計画に沿って１・２年生は全員が受験するものはスタディーサポートも含めて５回。３年

生は、多い生徒はほぼ毎月の合計１０回以上にもなります。

○総合的な学習の時間：毎週金曜日の６校時に学年ごとの計画に沿って行います。１年生は学校設定科目の

「フロンティア探究」を含め、進路実現に向けて様々な学習を行っていきます。

○各種課外・学習会：土曜日を活用して、年間１０回程度の土曜課外・講座を実施しています。また夏休み

にも課外や学習会を計画しています。

○自習室：校舎北館３階に自習室があります。基本的に平日の朝夕と休日は１６時まで使用できます。鍵は

事務室にあり、開けた生徒はそのまますぐ鍵は返却してください。他に図書館も平日夕方使用できます。

フロンティアホールは試験１週間前、生徒の申し出があれば開錠します。

○各種奨学金：在学中、卒業後それぞれの奨学金については、２階進路室前と１階職員室前に随時掲示され

ます。気軽に相談してください。

○赤本等の書籍貸し出し：赤本等の貸し出しをしています。積極的に活用してください。


